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お世話になります。市議会議員の渋田です。
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9月定例会　一般質問
1　ララガーデンのテナントについて
　渋田：11/8にオープンするようですが、ララガーデン本体は
　　春日部商工会議所に加入する予定だそうですが、進捗状況は！　
　　また88店舗出店するようですが、各店舗も市として
　　春日部商店会連合会・春日部商業協同組合にも加入するよう
　　促してはいかがか！
　環境経済部長：11/8に向けて商工会議所加入について調整して
　　います。春日部駅西口には3つの商店会がありますので、
　　区域について協議しています。

2　武里団地の防災対策・ゴミ対策について
　渋田：前回一般質問した時の、綾瀬川断層地震における
　　武里団地の避難人口2,400人の根拠は！自主防災組織が設置した
　　防災倉庫の中身について市は補助しますか！現在武里団地は
　　ゴミＢＯＸがありますが、このままゴミＢＯＸがある限り
　　市はＢＯＸからのゴミ収集を続けますか!　また、武里団地は
　　大規模避難訓練が行われていないようですが！
　秘書室部長：綾瀬川断層地震における埼玉県がＨ10年3月に報告
　　しました県内避難人口は46,485人です。Ｈ18.8/1現在の
　　春日部市人口242,129人を分母にすると19.2％で、当日付の
　　武里団地人口12,732人を掛けると2400人となります。
　　都市再生機構が防災倉庫を設置した場合、地元自主防災組織の
　　備蓄購入費用の一部を補助します。まずは自主防災組織を
　　創ることに努めて頂きたい、市としても最大限支援します。
　　今年10月に武里団地地区で大規模避難訓練を行います。
　環境経済部長：ゴミＢＯＸについては、便利な反面、団地外
　　からの不法投棄を誘発しています。引き続きＢＯＸからの
　　ゴミ収集をしてまいります。

3　市立病院の小児科について
　渋田：9月から小児科の診療が中止になりました。この問題が
　　出てから約半年経ちますが、医師確保に向けてどうしたか！
　　広報9月号で通知していますが、市民に対してまずお詫び
　　すべきではないか！病院特別委員会で私は市長に県に
　　相談したらどうかと質問し、早急にまいりますと答えて
　　いますが県に行きましたか！4/1再開を目指すべきでは！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右につづく

　9月14日3番目に9月定例会一般質問をしました。
5点質問しました。

　病院長：市民の皆様に対し、申し訳なく思っております。
　　小児科の患者様には紹介状を書いて他院に移って頂きました。
　　近隣の医療機関にも挨拶にまいりました。休日・夜間救急の
　　4/1再開は無理ではないか。大学と交渉中です。
　病院事務部長：広報・議会への通知書については、ぎりぎりまで
　　努力しまして、急なことでしたので。県については、県保健所を
　　通じて相談しています。
　市長：日程を調整して県にお願いに伺いたい。

4　新市のイベントについて
　（庄和夏まつり花火大会）
　渋田：前にも一般質問していますが、先月庄和夏まつりで、
　　商工会の挨拶で来年花火大会を・・とのことでしたが、
　　進捗状況は！花火大会復活となりますと、Ｈ16年までの会場では
　　また火の粉が飛んで近所の住民に被害が生じるので、実行するに
　　あたっては、現実は江戸川の河川敷になると思います。そう
　　なりますと同じ時期に関宿商工会の花火大会が行われています。
　　野田市側と相談して同じ日に行われるよう市として促しては！
　総合政策部長：前回議員が一般質問した後、春日部商工会議所・
　　庄和商工会等に伝えました。市としては春日部商工会議所と
　　庄和商工会の統一、両団体の共同開催の形で側面から
　　支援したいと考えております。今年3月に庄和商工会にて
　　検討委員会が組織され、検討した結果、実施したいとのことです。
　　野田市との協議については、まずは春日部市側の大会を
　　先行したいと考えておりまして、野田市側に伝えてまいります。

5　選挙に関する備品管理について
　渋田：今年は4月に県議選・7月に参院選・8月に知事選、そして
　　もしかしたら云々？と選挙の多い年です。ある投票所で4月の
　　県議選で段差のスロープを作成したと思ったら、7月の参院選で
　　また同じスロープを作成していたそうです。市民の税金を使うの
　　ですから、選挙が続いている場合、今後は何もなければ2年後に
　　市長選、その後市議選があります。再利用すべきでは！
　選挙管理委員会事務局長：投票所のスロープは市内65ある投票所の
　　内、既製のアルミ製は14箇所で19台、木製は23箇所で71台です。
　　保管等の問題がありますが再利用してまいります。


